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CCS事業化におけるリスクと対策（分離回収～輸送）

 脱炭素の取り組みが製造コストの増大につな
がる

 CO2を分離することによる排ガス中の規制物
質濃度の上昇に対応できない

 既存生産設備、配管類等が多数存在する場
所においてCO2分離回収・液化設備設置ス
ペースの確保ができない

 CO2分離回収・液化設備設置のための工場
内土壌調査に時間を要する可能性あり

 小規模・低濃度の設備に対する導入が進まず、
脱炭素が停滞する

分離回収

 投資回収可能なグリーン商材の付加価値付け・社
会制度の仕組み（政策要望）

 CO2分離後排ガスに対する各種規制物質濃度の
緩和（政策要望）

 脱炭素関連設備の設置にあたっては、工場立地法
における「脱炭素関連設備」の要件緩和、都市公園
法における「建築面積基準」の緩和（政策要望）

 同一事業所内においては土壌汚染対策法における
「水質・土壌調査、除染」要件緩和（政策要望）

 CO2回収技術のための研究開発支援（官民共
同）

 CO2導管敷設工事用地の確保に難航し、
工事着手に遅れが発生する

 CO2導管に関する技術・保安基準が未成熟
で、設計に遅れが発生する

 異なる性状のCO2を受け入れ可能とする場合、
鋼管が高価となり、運転管理も困難となる

輸送

 CO2導管敷設工事における許認可の特別措置

（森林法、農地法、道路法、都市計画法、自然公
園法等）（政策要望）

 CO2導管に関する技術・保安基準を策定する（官
民共同）

 CO2性状の共通化、基準策定

リスク 対策
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まとめ

▶ 千葉県・京葉臨海工業地帯は、鉄鋼・石油化学工業ならびにエネルギー供給を主とする重要な工業地
帯である。さらに千葉県では水溶性天然ガスの開発（南関東ガス田）を通じて得られた地下データに
基づき、CO2貯留に適していることが期待される。

▶ 「首都圏CCS事業」は、大都市近傍にある工業地帯（内房エリア）からCO2を回収し、同県内にある
二酸化炭素貯留地（外房エリア）までパイプラインで輸送、貯留するという世界的に見ても先進的な取
り組みである。

▶ パイプラインによる安定的かつ相対的に安価なCCSインフラ整備に、日本製鉄株式会社、関東天然瓦
斯開発株式会社、株式会社INPEXが協力して取り組み、CCS事業に関わる産業の成長に寄与する。

▶ 株式会社INPEXは海外における大型LNGプロジェクトのオペレーターとして、安定した天然ガス資源開
発とともにCCSを推進し、日本ならびにアジア諸国におけるエネルギーのクリーン化・セキュリティ向上に貢
献していく。


